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国際薬膳師・

宮城県 阿

神奈川県 

国際薬膳師 

福島県 髙

神奈川県 

愛知県 松

大阪府 上

兵庫県 飯

岐阜県 佐

愛媛県 那

国際薬膳士 

東京都 池

015 年 4

大阪教室

今年の春から

ました本学院

開講を迎えま

4 月の開講当

教室では 6 名の

傾けておりました

【大阪教室】 第

【福岡教室】 第

本 草 
中央区日本橋兜町

年度国
資格

155 年年度度国国

国際薬膳調

阿部詩乃  群

西田ヒロ子 

【32 名】 

髙木智子  東

小﨑加絵 

松橋佳奈子 

上坪孝清 近藤

飯田さとみ 小

佐久間春美  

那須晶子  福

【2 名】  

池上初枝  大

月 中医

室・福

らの新規開講

の大阪教室と

ました。 
当日、大阪教室

の新入生が、

た。 

第3水・木曜日（

第2木・金曜日（

つ う
町 22 番 6 号 マ

国際薬膳
格認定試

国国際際薬薬膳膳師師

調理師 【9 名

群馬県 池田

 大阪府 徳

東京都 岩倉

鳥飼えり 山

長野県 杉村

藤亜紀 竹下

小国由美子 小

奈良県 山

福岡県 岡本

大阪府 氏家

医薬膳師コ

岡教室

講を目指し、学

と福岡教室が、

室には 10 名

真摯に先生の

2015年4月～2

2015年4月～2

う し 
マルカ日甲ビル 2

膳師(士
試験 が

師師((士士))・・国国際

名】 

博明  東京

徳力早苗  兵

倉渚 北林愛里

本由美子  

村和江 吉岡恵

下里佳 西原一

小泉しず 橋

下典子  香

本真理子  大

陽子 

コース  東

室 も開講い

学生募集いた

、この度無事

、そして福岡

の講義に耳を

2016年2月） 

2016年2月） 

ん 第
 

2 階  FAX：0

士)・国際
が行われ

際際薬薬膳膳調調

京都 森裕美 

兵庫県 市橋

里 小島恵理子

千葉県 佐川

恵子   

一恵 橋本千

橋上由香理 廣

香川県 藤本悦

大分県 加藤昌

本

が

し

も

た

東京校（土日・

いたしました

第 48号 20

3-3662-3800  

際薬膳調
れました 

調理理師師資資格格

西山睦美 塩

橋香澄 

子 髙木明子

川万里子 多

千登恵 

廣本志津枝 

悦子 

昌美  海外 

4 月 11 日・1

本年度の国際

が行われました

して今回は大阪

も参加し、計8

た（下記参照）。

平日コース）

た！ 

015 年 6月 1

URL：http://ww

調理師 

格格認認定定試試験験

塩川万理子 

子 野本佳代子

田順子 谷陽

  

中津恭子 

2 日の 2 日間

際薬膳師(士)・国

た。 本学院の

阪のロート製薬

科目の試験に

。 おめでとう

に加え、 

15 日  発行

ww.honzou.jp  E

験験  合合格格者者一一
（50 音

髙木祐香 

子 

陽子   

間、学院近くの

国際薬膳調理

の通学・通信各

薬株式会社か

に挑み、そして

ございます！

授業風景（上：福

 左：大阪教室、

行：本草薬膳

E-Mail:haiyang@h

一一覧覧  
音字順、敬称略

の試験会議にて

理師資格認定

各コース卒業生

からの受験生（6

て見事合格され

 

福岡教室、実習 

講義） 

学院 

honzou.jp 

） 

て 

定試験

生、そ

6 名）

れまし
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ご
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げ

と

 

て

げ
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卒

方

 

本

皆

卒業
出

そし
終始

 

001155 年年

本日は私達

ございます。ま

心から御礼申

 

卒業を迎え

見ながらその

今まで持って

も通学し、それ

積み木のよう

実習では料

間達といっしょ

  

しかし、楽し

を見直してみ

を感じたときに

 

私たちが薬

げるため、ど

とは必ずや今

そしてこれま

て何より、ささ

げなんだと、卒

先生方、スタッ

 

しかし、まだ

卒業後、さらな

方などそれぞ

今後ともご

 

本日は、本当

皆様方のご活

２０１５年３
業式並びに中
出席されまし
して通信教育
始和気あいあ

春春期期卒卒

、第 21 期卒

またご多忙の

申し上げます。

る今日、この

の内容に四苦八

ていた知識や

れまでの考え

うな感覚でした

料理を通じて薬

ょに作った料

しい時間はあっ

みると、今まで

に、この一年間

薬膳を学ぼうと

のような学問

今後生かされる

まで頑張れた

さいな疑問、質

卒業を迎える

ッフの皆様、今

だ私たちは中医

なる高みを目

ぞれの道、やり

指導のほどよ

当に有難うござ

活躍をお祈りし

３⽉２９⽇、
中医薬膳師資
した第 21 期
育コース修了
あいとした雰

卒卒業業式式

卒業生のため

の中をご出席

。 

の一年間を思い

八苦しながら

や考え方がま

え方を崩しては

た。 

薬膳というもの

理は本当に楽

っという間に過

で学んだばらば

間の頑張りが

と思った理由

問や料理なの

ると思います

たのも、一緒に

質問にも、いつ

るこの日、あら

今日まで本当

医薬膳学の入

目指し学校に残

り方で今後も薬

よろしくお願い

ざいました。 

し、御礼の言

⻁ノ⾨にあ
資格認定式が

中医薬膳師
了⽣、総勢 2
雰囲気の式と

本 草 つ う

・・中中医医薬

答 

に、このような

席下さいました

い返せば、た

ら宿題をこなし

るで通じなく、

は新しい知識

のを五感で感

楽しかったです

過ぎてしまう

ばらに散らば

が報われてい

は様々です。

か興味を持っ

す。 

に学んだ仲間

つも笑顔で真

らためて感じて

当にありがとう

入り口からほん

残る方、今後

薬膳に関わっ

いいたします。

葉とさせてい

ある中華料理店
が⾏われました

（平⽇・⼟⽇
20 名と講師
なりました。

う し ん 第

薬薬膳膳師師

辞 

な心のこもった

た御来賓の皆

ただがむしゃら

していた、とい

、自分が本当

識を積み上げ

感じ、初めて扱

す。なかでも

もので、いつ

っていた知識

いると実感でき

。自分自身を

ったからなど

間達がいたこと

真剣に答えて

ています。 

うございました

んの少し歩い

後の仕事に生

って行くことと

。 

いただきます。

店にて本年度
た。 
⽇）コース卒
・スタッフと
。。 

第 48 号（201

師師資資格格認認

第

た素晴らしい

皆様、先生方、

らに授業に出

いうのが率直な

当に理解してい

げ、また崩して

扱う中薬や食材

スッポンの料

の間にか授業

識が、一つ一つ

き、感慨深くな

を初め、家族や

それぞれです

とはもちろんの

くださった、や

た。 

いただけに過ぎ

かす方、家族

と思います。 

 

度春期

卒業⽣、
とで、

15.6） 

認認定定式式  

第 21 期中医薬膳

い式典を挙げて

、並びに関係

出て、ノートに書

な感想です。 

いるのかも分

ては新しい考え

材、調理方法

料理は特に印

業が終わり、

つまるでパズ

なりました。 

や友人などの

すが、この一

のこと、家族や

やさしい先生方

ぎません。 

族や友人のた

2015 年

東京 虎

膳師平日コース

ていただき、ま

係者の皆様に

書き写し、家

分からず、不安

え方を学ぶ、

法に一喜一憂し

象に残ってい

あらためて教

ズルのようには

の健康の為、仕

年間を通じて

や友人の応援

方やスタッフの

ために学んだ

‐2

年 3 月 29 日(日

ノ門 

ス   池田 博明

まことに有難う

に、卒業生一同

では教科書を

安になりながら

それはまるで

しながらも、仲

います。 

教科書やノー

はまっていくの

仕事の幅を広

て学んできたこ

援や支え、そし

の皆様のおか

知識を生かす

2‐ 

日) 

明 

う

同

を

ら

で

仲

ト

の

広

こ

し

か

す



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015

第 21 期平日

池田博明

第 21 期土日

北林愛里

通信教育コ

青柳妙子

幸田久美

那須晶子

村田味菜

5 年春期

日コース 【9

明 岩倉渚 塩川

日コース 【10

里 小島恵理子

ース 【28 名

子 荒井智香子

美子 佐川利佳

子 西田ヒロ子 

菜子 山田文代

お
り
ま
す
。 

 

本
日
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

期卒業生

名】 

川万理子 難波

0 名】 

子 佐川万里子

名】 

子 石田恵莉 市

佳子 佐久間春

野澤崇志 橋

代 吉岡恵子 由

中
医
学
薬
膳
を
広
め
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
共
に
学
び
、
薬
膳
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト 

と
し
て
誇
り
を
持
っ
て
、
様
々
な
方
面
で
中
医
学
薬 

膳
を
伝
え
広
め
、
活
躍
さ
れ
る
事
を
心
よ
り
願
っ
て 

本 草 つ 

生 一覧

波馨 西山睦美

子 髙木明子 髙

市橋香澄 氏家

春美 島本はる

橋本千登恵 廣

由川洋子 

設

医
学
薬
膳

全
国
的

普
及

薬
膳
の
専
門
家
育
成

に
力
を
い
れ
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
学
院
長
は
じ
め
皆
さ
ん
の
先
輩
達
に
よ
る 

薬
膳
レ
シ
ピ
の
本
が
ど
ん
ど
ん
世
の
中
に
出
て
い
き
、 

中
医
学
薬
膳
を
広
め
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

御卒

 

う し ん 

覧   内、

美 野本佳代子

髙木祐香 谷陽

家陽子 大西理

るみ 杉村和江

廣本志津枝 細

が
ら
も
、
そ
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
、
よ
り
深
く
勉
強
し
た
い
と
、

思
い
を
新
た
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

本
草
薬
膳
学
院
は
今
年
度
か
ら
大
阪
、
福
岡
に
も
教
室
を
新

設
し
、
中
医
学
薬
膳
を
全
国
的
に
普
及
し
、
薬
膳
の
専
門
家
育
成

卒業おめで

第 48 号（2

『中医薬膳師

子 多田順子 

陽子 鳥飼えり

理恵 岡本真理

江 田中将隆 中

細川百恵  

大
変
な
苦
労
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う

仕
事
や
子
育
て

家
事
な
ど
を

こ
な
し
な
が
ら
、
一
所
懸
命
に
勉
強
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
の

卒
業
式
、
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
で
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
１
年
の
間
に
中
医
学
薬
膳
の
奥
深
い
内
容
に
戸
惑
い
な

魅

深

でとうご

2015.6） 

師』 資格取得

森裕美 山本

り 西原一恵 藤

理子 小国由美

中津恭子 中東

か
？ 中

国
医
学
、
薬
膳
と
い
う
初
め
て
の
学
問
に
触
れ
、
難
解
な
言

葉
、
意
味
、
漢
字
の
読
み
方
、
独
特
な
理
論
な
ど
理
解
す
る
の
に

大
変
な
苦
労
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
仕
事
や
子
育
て
、
家
事
な
ど
を

ございま

者 46 名  

【50 音字

本由美子 

藤本悦子 湯浅

美子 梶田みど

東典子 中山愛

春
分
も
過
ぎ

桜
の
蕾
も
膨
ら
み
か
け
た
頃

本
日
は
ご
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
は
色
々
な
思
い
を
胸
に
、
本
草
薬
膳
学
院
に
入
学
さ

れ
、
ま
た
た
く
間
に
過
ぎ
た
１
年
間
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

ます！ 

  
字、敬称略】 

浅依里子 

どり 

愛梨 

祝 

辞 

本
草
薬
膳
学
院
講
師 

青
木 

早
苗 

春
分
も
過
ぎ
、
桜
の
蕾
も
膨
ら
み
か
け
た
頃
、
本
日
は
ご
卒
業

‐3‐ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 草 つ う し ん 第 48 号（2015.6） ‐4‐ 

卒業生の皆さんへ 
本草薬膳学院講師 平尾 安基子 

 本日はご卒業おめでとうございます。 

 

 仕事や家事やご家族のお世話などにお忙しい中、通学生の皆さんは時間を割いて月に２日間通って来られ、また、

通信生の皆さんは強い意志で自宅学習を続けてこらられたこと、本当によくがんばりましたね。そして卒業を迎えるに

はご家族や周りの方々の支えがあったからこそと思います。 
 社会人になってからの勉強は時間が取れず大変だったと思いますが、だからこそ本当に興味があること、必要だと思

うことを学べるのではないでしょうか？そして皆さんは食と健康について学んでみたいという意思を持って本草薬膳学

院を選ばれたのだと思います。 

 中国唐代（640年頃）の皇帝太宗が自ら撰し、皇太子(後の高宗)に授けた帝王としての訓戒の書で『帝範』というもの

があります。その第一編「務農」の一節に 
“夫食為人天、農為國本”（それ食は人の天たり、農は国のもとたり。）という言葉があります。 
 食は天の如く重要なものだ。と説いています。この時代は民のお腹を満たすことが皇帝として何より重要だと言いた

かったのでしょう。 
 それから、時代が下って鎌倉時代の末期（１３３０年頃）、吉田兼好も『帝範』を引用し、徒然草 第百二十二段 に 
 食は、人の天なり。よく味はひを調へ知れる人、大きなる徳とすべし。とあります。 
 食は天の如く重要なものだ。美味しい料理を作る人は、大きな徳を持っていると言っています。 

 料理は調理とも言いますが、もともと調理という言葉は道理や理（ことわり）に則って調えるということです。季節や環

境、年齢や体質、病気の道理を明らかにし、体を調えて健康にする薬膳師もまた徳を持っているということではないで

しょうか？ 

 薬膳は奥が深く、私たちが大きな徳を持つまでにはまだまだ長い道のりでしょうけれども、これまで学んだことを今ま

で支えてくれた周りの皆さんと分かち合えるスタートとしていきましょう。 

 簡単ではありますが、お祝いの言葉とさせていただきます。 

  

ご卒業おめでとうございました。 
 

２
０
１
５
年
３
月
１
７
日
、
中
国
の
河
南
中
医
学
院
の
校
务
委

员
会
主
席
の
孙
建
中
教
授
、
国
际
合
作
処
の
孙
可
兴
処
长
、
第

二
附
属
医
院
の
王
海
亮
副
院
长
、
学
長
事
務
室
の
孟
林
副
主

任
の
４
人
の
来
賓
が
本
学
院
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

 

河
南
中
医
学
院
は
１
９
５
８
年
に
創
立
さ
れ
、
医
聖
と
称
さ

れ
る
『傷
寒
雑
病
論
』の
著
者
で
あ
る
張
仲
景
の
故
郷
で
あ
り
、

中
華
民
族
の
一
つ
発
祥
地
に
位
置
を
し
て
い
る
の
で
、
古
く
か

ら
中
薬
が
豊
富
で
、
中
医
の
名
家
が
多
く
輩
出
し
て
い
ま
す
。  

２
０
１
０
年
本
学
院
は
河
南
中
医
学
院
と
学
術
提
携
協
議

を
交
わ
し
て
か
ら
、
中
国
の
薬
膳
旅
に
河
南
中
医
学
院
を
訪
問

し
、
本
校
の
１
０
周
年
記
念
行
事
に
河
南
中
医
学
院
の
来
賓
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
訪
問
は
両
校
の
こ
の
４
～
５
年
の
発
展
に
つ
い
て
互
い

に
紹
介
し
、
中
国
と
日
本
の
薬
膳
の
現
状
と
今
後
の
交
流
・
発

展
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
両
校
の
更
な
る
交
流
や
薬
膳
の

普
及
を
目
的
と
し
た
正
式
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。 

当日は教室で新書籍の撮影がありましたので、

来賓の先生方は撮影を見学されておりました。 

河
南
中
医
学
院
教
授 

本
学
院
を
訪
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７．歴代の学者が注釈した重要な医学書 『黄帝八十一難経』 
戦国時代から秦漢にかけての独創的な理論集 『難経』  

１）張山雷（1872－1934）は『難経解説』南京中医学院編の中で各人が専門について述べたもので、一時代の一人の筆

による ものではない、という説を支持している。  

２）注釈が多い書  

①中国（三国時代の呉から清代まで）：呂広、楊玄操、丁徳用、虞庶、周仲立、龐安時、紀天錫、 張元素、袁淳甫、謝堅

白、滑白仁、張天成、虞天民、徐霊胎、 丁履中、黄坤載  

②日本：『難経本義抄』『難経捷径』（寿徳庵玄由）、『難経抄』（不明）、『黄帝八十一難経疏証』（多紀元胤）  

 
８．脈を切り口にして治療法を伝える総合医学書   

曹操の太医令、王叔和が諸家の要訣をまとめた書 『脈経』  

１）王叔和自序に 岐伯から華佗に至る諸家の経論の要訣を採集し、百病の根源を類例に従って分かち、さらに諸家所

伝の異同もことごとく載録した、とある。  

２）王叔和は散逸しかけていた張仲景の書をまとめ、現在の『傷寒論』『金匱要略』 となる書物にした、と伝えられてい

る。  

３）現在の『脈経』は宋の林億らが校正したものから出ている。大きくいえば、広西漕司本（1209 年）と何大任本（1217

年）の２系統がある。  

 

９．歌にして医学知識をまとめた脈論の書 

  元代 張道中の『玄白子正派脈訣』 が原型 『脈訣』  

１）宋初の頃、いろいろな脈訣があった。『黄帝脈訣』『元門脈訣』『砕金脈訣』『黄氏脈訣』などある中、最も流行したのは

『王叔和脈訣』。但し、王叔和の撰ではなく、高陽生という人物の作。 

 ２）日本で出版された脈訣 

①『崔紫虚脈訣』崔嘉彦 撰  

②『紫虚崔真人脈訣秘旨』が原書であるが、原書には歌訣はなく、附録の元・張道中『玄白子正派脈訣』の中に『脈訣』

と同じ文がある。この張道中の脈訣が李杲に仮託され、『東垣十書』や『医統脈訣』に入っていた。 

３）脈論の参考書『中医脈学と瀕湖脈学』『診家樞要』 
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講師 安部郁子（あべいくこ）先生のプロフィール 

１９８１年 早稲田大学第一文学部文芸科卒業   

２００５年より現職  

公益財団法人研医会 研医会図書館館長 研究員 

本学院が過去に開講致しました特別講座・公開講座をピックアップして振り返ります。 

2013年 3月 11日から４回にかけて行われました 
安部郁子先生の特別講座「中国医書の歴史を観る」最終回です。  

お知らせ 

連載 特別講座回顧録  ①-4 「中国医書の歴史を観る」  

研研究究科科  通通信信教教育育ココーースス 開講決定いたしました！ 

本年度、本学院ではかねてより多くの卒業生・在校生より御要望の高かった、研究科通信教育コースを開

始することを決定いたしました。 

現在『基礎研究科』と『臨床内科研究科』の開講の準備を進めております。 

※その他のカリキュラムに関しては、本年中に順次開講予定です。 

学習内容(予定) 
中医基礎学・方剤学・中医内科学・中医婦人科学・中医外科学・中医小児科学 

研究科通学コースと同様の授業内容を受講できますので、将来的に国際中医師の 

資格までお考えの方にも是非お薦めです。 

  学習期間、費用等詳細は、確定次第 HP やＤＭにてお知らせ致します。 
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